


2
平成29年県政だよりみえ12月号より

鈴木：はい。この結果を地図上に落とし込んでみると、ほ
とんどの地域に出没していることが分かりました。
こうした結果を見て、いろんな獣害対策をしようと
いう意見が出たんですが、まずは集中してサルを追
い払うことを決めました。皆さんに参加していただ
きまして、サルを追い出す「猿鉄砲」づくりを行
い、50個を作りました。区内の２軒に１個、配布
したことになります。

知事：なるほど。猿鉄砲とは、どんなものですか。
鈴木：ペットボトルの中にロケット花火を入れて飛ばしま

す。これを撃つと、地区中に大きな音が響き渡るの
で、地区の北の方で誰かがサルを追っていると、中央や南の地区の人が「今日は北でサルが出ているから
気をつけよう。こっちの方に来たら追っ払おう」という情報が伝わり、連携することができました。
また猿鉄砲で追い払うほか、サルの数を減らそうと捕獲も実施しました。趣味で猟をやっている地元の方
に依頼し、サルを見かけると連絡して捕獲してもらっています。その結果、年々サルが出て来なくなり捕
獲数が減りました。

知事：平成23年から26年までの間に、グンと減っていますね。サルも、「これはあかん。捕まるわ」というこ
とで出てこなくなったんですね。

鈴木：以前は柿がサルに食われて全滅していましたが、ここ2年ほどは、収穫して食べることができました。こ
のような活動の成果により、昨年の獣害フォーラムで知事から「獣害につよい地域づくり」の表彰状をい
ただきました。これをひとつの励みに、これからも頑張っていきたいと思います。

知事：ありがとうございます。田口区の取り組みは三重県内のモデルになっていますので、これからもよろしく
お願いします。さて、活動を始めて、皆さんの意識にどのような変化があったとお感じでしょうか。

鈴木：獣害対策を通じて地域の方々のつながりが深まり、地域のことについて関心を持ったり、時間を有効活用
したりするという意識が出てきたと思います。

知事：皆さんで同じことに関心を持ち合うことは素晴らし
い意識の変化ですね。そういうことが防災や防犯、
高齢者や子どもの見守りにも、つながっていきます
ね。素晴らしいことです。この田口区で実践してお
られる事例を踏まえて、獣害に強い地域を築いてい
くために大切なことは何だとお考えでしょうか。

鈴木：粘り強く活動することです。平成23年に取り組み
始めた時に、この活動は半年や１年、２年で終わる
ことはないだろうと話していました。獣害対策は、
ずっと長く続くので地道に、そして問題点が出てく

猿鉄砲は、区内の過半数の家に配布できる50個を作成。
地域をあげて熱心に取り組まれていたことがよく分かり
ました。

耕作放棄地を活用した“コスモス畑”。毎年10月に祭を
開催。
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れば、みんなで考えて一歩ずつ解決していこうと
話し合って取り組んできました。

知事：なるほど、獣害対策にホームランはないんですよ
ね。一回、これだけやれば全部OKというのではな
く、みんなでヒットをつなげていくことが大事な
んですね。それでは、粘り強く続けていくために、
どのような意識づけや取り組みが必要だと思われ
ますか。

鈴木：みんなに関心を持ってもらい、活動を続けてもら
うことです。そして、やはり仲間づくりが大切だ
と思います。

知事：粘り強く取り組みを進めていくために、区長とし
て心がけていることは何でしょうか。

鈴木：皆さんが率先して実践していただいていますので、
私は連絡をする役割を担っています。

知事：みんなにしっかり連絡をするということですね。
そういう風にこまめに実行していくことが一番大
切ですよね。ありがとうございます。それでは最
後の質問です。今後、新たに挑戦したいことを教
えていただけますか。

鈴木：そうですね。サルについては成果が表れました
ので、次はイノシシやシカの対策に取り組んで
いきたいと考えています。イノシシやシカは夜間に集落へ出てきて、しかも大型獣になりますので、なか
なか我々だけでは対応しにくいのですが、地元の猟師さんや、町、県の指導を得て対策していきたいと思
っています。また、人生経験豊かな年配の方々が昼間は地域を見守っていただいていますので、皆さんの
知恵も生かしながら獣害対策に取り組むとともに、獣害対策を通じて地域の子どもたちとの交流も進めて
いきたいと考えています。

知事：みんなで一緒に取り組んでいこうということですね。今日はありがとうございました。
鈴木：どうもありがとうございます。

耕作放棄地で採れたもち米を使った子どもたちとの餅つき
大会。

地域の皆さんで、サルなどの侵入を防ぐ防護柵を設置。
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※インタビューの内容は、読みやすさの観点から一部要約等を行っています。
※記載内容、写真の無断転載を禁じます。
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